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（１ページから続く）

校時代に抱いた「文章を書きたい」という気持ちは
消えず、02年から東京にあるジャーナリスト専門
学校に通い、文章を書くスキルを磨いた。現在も連
載を続ける医療系雑誌の仕事を始めたのもこの時期
だ。「ゲーム音楽や漫画をテーマにした文章も書い
たが、薬剤師であることが強みと考えて、医療分野
の文章を書くようになった」という。その後、04
年から千葉県の総合病院薬剤部で働き始め、13年
に焼津市立総合病院薬剤科に赴任した。
　担当編集者は富野さんの人柄をネガティブと言
い、自身も「内向的で、喋るより書く方が得意」と
分析する。その半面で、いろいろな物事に首を突っ
込んでいく一面も併せ持っている。「病棟では、な
るべく患者さんや医師、看護師らと話すようにして
いる。創作のネタを探すという意味もある。いつか、
アイデアが貯まれば、薬剤師をテーマにした小説を
書きたい」と抱負を語る。
　経験に裏打ちされた文章を書くためにも、病院薬
剤師の仕事は続けていくという。それが病院薬剤師
としての強みにもなると考えている。「薬剤師だけ
でなく、他の視点も持っていたい。医師と比べると、
薬剤師はまだ完成されていない職業なので」

　創作の原点にあるのは中学生時代の生徒会新聞づ
くり。生徒会の方針に対して「それは何なの？」と
疑問をぶつけた。現在、薬剤師という存在に抱く疑
問も、その時の気持ちに似ているという。「薬剤師
という資格はあるけれども、それは一体何なの？」
と根源的な問いを続ける。
　読書好きが高じて、高校時代には自ら小説を書き
たいと考えるようになった。ただ、気持ちとは裏腹
に、文系科目より理数科目が得意だった。「文章で

食べていけるかどうかわからない。それに理系出
身の作家もいる」と考えて、進路指導では理系を
選択。地元の静岡県から東京理科大学薬学部に進ん
だ。
　大学卒業後、約２年間は地元に戻りドラッグスト
アで働くなどしていた。富野さんは当時の心境を「自
分はもうここからどこにも行けないような気がして
…。昨日と今日が入れ替わってしまっても問題ない
ルーティーンのような日々だった」と振り返る。高

　それでも、病院薬剤師の仕事には確かな手応えを
感じているという。
　現在、富野さんは焼津市立総合病院に勤務し、産
婦人科と小児科を担当している。午前中は調剤など
中央業務が中心で、午後から病棟業務に移ることが
多い。担当患者は約20人。医師や看護師らと話し
合ったり、電子カルテに記載された報告や検査値を

確認したりして、必要があれば患者に副作用がない
か、体調に変化がないかを尋ね、医師らにフィード
バックする。「目に見えて１日ごとに患者さんの容
態は変わる。回復していく過程が見えて、治療が進
んでいる手応えがあり、やりがいがある。ダイレク
トに命を左右する現場に携わることができる」と手
応えを語る。

　漫画のタイトルの通り、薬剤師は縁の
下の力持ち。医師や看護師と比べて、患
者にとって分かりにくい存在だ。富野さ
んは漫画を通して「まずは、薬剤師がど
んな仕事をしているのかを知ってほし
い。そして、薬剤師を目指す人が増えて
ほしい」と期待を込める。
　ただ、富野さん自身も漫画の主人公の
ように、薬剤師の立場や存在意義が分か
らなくなることがあるという。「例えば、
病変の組織や細胞の観察を専門にする病
理医がいるように、薬剤を専門にする医
師がいてもおかしくない。薬剤師のある
べき姿、その着地点を漫画に描きたい」
と抱負を語る。
　富野さんは薬剤師の理想像として、医

師と同列の立場で全領域の薬に詳しいジェネラリ
ストを一例に挙げる。「病院薬剤師の強みの一つは
診療科の壁がないこと。担当以外の診療科の疾患や
薬のことを尋ねられて『こういう手もある』と答え
られる存在になれれば有用性がある」と考えている
が、膨大な知識量が問われる。そのハードルは高そ
うだ。
　一方、病院、薬局を問わず、薬剤師は専門性を求
める傾向にある。富野さん自身も小児薬物療法認定
薬剤師の認定を取得しているものの、「医師は自分
が担当する診療科で使う薬には詳しく、その部分で

は教えてもらうことが多い」とい
うのが実感だ。「専門薬剤師制度
は学ぶきっかけにはなるが、専門
性を高めていった結果、他の領域
に詳しくなくなるのはどうか」と
疑問を抱く。
　薬剤師はどうすればいいのか
――。迷いの根底にあるのは、薬
剤師という仕事に対する危機感
だ。「疾患や薬の情報はインター
ネットで調べれば分かる。ＩＴや
ＡＩで替えの利く存在では薬剤師
は生き残れない」と苦悩する。
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『コミックゼノン』18年７月号に掲

載の第１話。連載スタートまで約１
年かかった
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